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文献 目録の機械編纂の技法と問題点
*
社会科学分野での現状と実験例 一一
松 井 幸 子
1目 録機械編纂 の現状
文献検索のための電子計算機利用は,文 献 目録の編纂,SDIサ ービス,
RSサ ービス等に大別 される。その実用的効果はSDIやRS等 の機械検
索においてより,主 として データの 配列替や 計数か らな りたつ 目録編纂に
おいての方が大きいと考えられる。あるいは少な くとも,目 録編纂の技法が
SDIやRSの 前提 として,不 可欠であるとは言えよう。
この計算機による目録編纂の利点は,短 時間に大量のデータを処理できる
く　ラ
高速性,判 断処理の機械的逐行による 一貫性,正 確性な どにある。 その結
果,手 作業の場合よりはるかに容易に,多 種類の索引を作成できる。 しか も
それには,分 類,著 者,書 名,刊 年順な ど手作業でも作成可能なもののほか
に,KWIC,KWOC,引 用文献索引などのように,計 算機によらなけれ
ば実用化が困難なものがある。 そ して,そ れ らが1950年代に開発されたこ
(2)
とが,文 献データの計算機処理を急速に普及させたと言える。
*本 稿 は 昭和47年 度文部省科学 研究 費試験 研究(1)「社会科学 におけ る 標 題 ・
抄録 に よるKWIC索 引,コ ーデ ィネ ト索 引等 の 検索 効率 の 比 較実験 」に よる
研究成 果 の一部で あ り,研 究会で は共 同研究者 や参加者 各位 に種 々御教示 を頂 い
た.ま た計算機 処理 には北海道大 学大型計 算機セ ンターを利用 した.
(1)この点はC・D.Batty[31]に簡潔 に まとめ られ てい る.た だ し,主 題書 誌編
纂はほ とん ど自然科学 ・技術領域 に限定 され てお り,社 会科学 領域で は実験 の域
を出ない とい うのは,本 書 の出版 年(1971年)を考 える と疑 問で あ る.(p.83参
照)た とえば表1を 見 よ.
(2)たとえば,KWIC索 引 と同様に標題 中のキー ワー ドを索 引語に使用 した もの
として,イ ギ リス の マ ンチ ェス ター公共 図書館で19世 紀 に作成 した蔵書 目録 が
あ るとい う.ま た,わ が 国で も1950奪代 初頭 に手作 業でKWOC索 引が作成 さ
れ てい る.(木 田橋喜 代慎[9])た だ し,こ れ らは長時 間を要す るため継 続的刊
行 には至 らなか ったわけで あ る.
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そ こで,目 録機械編纂の現状をみるために,社 会科学分野で機械編纂され
(3)
た遡及的文献 目録(逐 刊形態の索 引誌 を除 く)を 表1に 掲 げた。 同表で索引
の種類が最 も多 いのはPollinである。 これは ウ ィリアム ・ゴ ドウ ィンに関
(4)
する文献3,379点を収録 し,あ らか じめ1点 毎に文献記号を与えて,抄 録 も
作成 してあ り,そ の文献記号や抄録中のキーワー ド(人名 ・書名)を 索引項
目に加えることにより,11種の索引や統計表を作成 している。そ こで,種 々
の文献 タイプや人名 ・書名(文 献の著者名 ・書名だけでな く,そ の中で言及
された人物や書名を含む),出版年,使 用言語など さまざまな 角度か ら検索
することができる。 また記入点数を手がか りとして,研 究動向を数量的に把
(5)
握す るよ うな こともで きる。 だだ しPollinは人名 ・書名検索 に重 点をおい
たためか,主 題検索 用索 引は作 っていない。 この点ではKWIC索 引に加
えて,SubjectIndex(分類順索 引)も 作成 してい るAldous&Hi11と対照
的であ る。 なお一般に機械編纂 されている索 引の うち,chainindexや引用
文献索引な どは表1に 含 まれていない。
計算機利用の大 きな利点は 自動編纂にあ ると言われてい るが,実 際に作成
ノ
された 目録類についてみ る と,そ の前提 として主題分析がす まされている こ
とが多 い。 た とえば 自動編纂 を大 きな特徴 とす るKWIC索 引において さ
え,そ の検索 効率を高め るためには,標 題 へのキ ーワー ドの追加が必要 とさ
れ ている(Janda,Aldous&Hill)。また上記 の ようにPollinでは全文献に
モの
抄録を作成 している。 これ らは主題専門家が関与 しなければ難か しい。
そ こで表1の 目録編纂組織をみると,す べて主題研究者が中心 となってい
る。 文献採録には各国研究者の協力を得ているものもある(Aldous&且ill,
(3)た と え ば,!urindex〔8].
(4)A(ArticleonGodwin),R(ReviewofabookbyGodwin),P(Passage
onGodwin),C(Shortcomments,interspersed),M(MentionofGodwin),
B(BooksolelyonGodwin),N(NecrologyofGodwin),Q(Quotedmateria】
fromGodwin),W(WorkdealinginpartwithGodwin),RW(Review
ofaworkdealingwithGodwin),GQ(Godwinquoted),RB(Reviewof
abookonGodwin).B.RPollin[3ユp.xiii.
(5)藤 川 正 信 他[刀,pp.1105-06.
(6)K.Janda[1〕,p.xvijj.
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Pollin)。・プログラ ミングは 大学付属計算セ ソター の 技術的援助 を受け てい
るものが多 い。入力 データ作成(転 記 ・せん孔)に はパ ー トタイム学生 の参
加が 目立 ってい る。 ただ し,い ずれ の場合で もライブ ラ リアンはほ とん ど関
与 していない。 ところで,最 近 のMARCテ ープの出現や,計 算機処理 を前
提 と した 国際的書誌記述標準化の動 きな どを考慮す る と,ラ イブラ リアンが
専門 プログラマと完全 に交代す るこ とは無理 と して も,少 な くとも両者が主
題専門家 に協力す るとい う体制を とることが必要な時期 になってい るよ うに
思われ る。上記 の よ うな事態 の推 移を考 え ると,従 来 の プ ログラマに よる文
の
献データ処理では,必 ず しも満足できるとは言えないか らである。
そこで本稿のIlでは,従 来プログラマに一任されてきたためか,ラ イブラ
リアソにとって理解 しやすい叙述が少なかった と思われる,計 算機による文
字列処理の基本的技法や問題点を,目 録の機械処理を考えているライブラ リ
アンを念頭において考察す る。 皿では具体例として筆者がプログラ ミングを
担当 し,文字列処理に特有な技法の開発にも努めた文献 目録編纂プロジェク
(8)
トについて検討する。最後にIVで今後に残されている問題点を考察す る。
皿 目録機械編纂の概要
1シ ステム設計の基準
(1)ハー ドウェア とソフ トウ=ア の選 定
(a)ハー ドウェア
ハ ー ドウェアの選定 では,計 算機 の容量 の問題 とな らんで,入 出力機器
のキ ャラクタ・セ ッ トが入力文献 に使用 され てい る文字 を どの程度含むか,
お よび含 まれない 文字を どの よ うに 表現す るかの 問題があ る。 た とえば
表1の 目録 に収録 されてい る文献では,英 語 文献 のみ のJanda,Gotterer
を除 くと,書 名を英訳 し原語 は 省略す るもの(Aldous&Hill)と,原則
(7)F.G.Kilgour[32コ,P.142.
(8)なお,入 力 前 の主 題 分 析 や,作 成 され た 索 引 の利 用 上 の問 題 な どに つ い ては 別
稿 の 予 定 で あ る,
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と して 原語 のままで 難解語 にのみ 英訳 をそ えるもの(Pollin,松田)が あ
,(9)
る。 後者では ロシア語,日 本語は翻字 と英訳 を用い る。 そ して,す べ ての
(10)
目録で英字は大文字のみが使用され,発 音符 も無視されている。句読符号
はAldous&HillやGottererでは か な り限 定 され て い る 。 こ れ ら使 用 字
(11)
種は最終的には出力ライン ・プリンタの字種に制約 されるわけである。
(b)ソ フ ト ウ ェ ア
ヅ フ トウェアに関 しては,ど の言語 を使用す るかが問題であ る。通常,
文字列処理には,機 械語に近いアセソブラ言語か,高 水準言語のCOBOL,
PL/1等が用い られる。 特に細かい操作が必要な場合を除き,高 水準言語
が使いやす く,そ の うち,PLIIは機種 に よ り使用で きない場 合 もあ るが,
(12)
COBOLよ り豊富な機 能を持つ と言 える。
(2)入力文献の選定と出力 リス トの種類
(9)非英語文献 を英訳 してい るのは,表1で は松 田を除 くとす べ て アメ リカ中心で
作成 され てい るか らであ ろ う.た だ し,わ れわ れ非英語国民 に とっては,原 語省
略,英 訳 のみ とい うのは明 らか に望 ま し くない.な お,こ の よ うな異言語 混配は
印欧語で は語頭がか な り一一致 す るので,検 索上便利 で さえあ るが,日 本語 の翻字
分は語系が 全 く異 な るので意味が ない.松 田[5-1コ,p.5.
(iO現在 では英字 の大 文字 と小文字 を打 ち分け,発 音符 も扱 え る機種 もあ る.(た
だ し,国産機で は特注 しなければ な らない とい うことで あ る.注 ㊥ 参照)こ れは
印字速度が おち るが,読 みやす さは ます.た とえば,WidenerLibraryShelflist
も当初は 英大 文字だけで あ ったが,1966年6月 以 降,小 文 字や 発音符 も使 える
よ うにな った.(DeGennaro[11],p・319)なお,MARC皿 テー プのキ ャラ ク
タ ・セ ッ トにつ いては[47コ参照.
⑪ プ リンタに小文字が あれば,カ ー ドせん孔機 にはない としても,せ ん孔時 に特
殊文字 を付 加 して,大 文 字小文字 を識別 しておけ ば よい.な お,現 在使用 してい
る プ リンタに小文字が備わ っていない と して も,せ ん孔時 に上 記 の区別 を してお
けば,将 来,小 文字 の打 てる プ リンタが導人 され た時,過 去 の データを作 りか え
な くてす む.R.M・HayesandJ.Becker[27],P・623.
⑫PL/1入 門書 の うち,文 字列 処理 に重点をおい てい るのはJT・H・Mott,eta1・
[13]であ る.本 書は全体 にわ た り サ ンプル ・プ ログ ラムが豊富 で あ るが,機 械
検索 の技 法に関す るものに大 きな比 重がおかれ てい る反 面,目 録 編纂 の技法 はそ
う重視 されてい ない.な お,文 字列 処理 に重要 なDEFINED属 性 に全 く言及
していない のは疑問で ある.COBOLに つ いては,坂 本徹朗[19]がKWIC
索 引作成 を例 として,か な り詳細に プログラ ミング技法を 解説 してい る.沢 山 の
プログラム例を挿入 してい るのは よいが,あ とわず か の紙幅 の増 加で 完全 な プ ρ
グラムを提示 で きたはず で あ る.こ の点が 惜 しまれ る.も っ とも,そ うした場
合,マ ス タ ・フ ァイルの作成 ・更新 フ ローについ て,現 在 より明確 に言及 しなけ
れば な らないだ ろ う.,
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(a)入力文献 の選定
現在の ところ光学式読取装置が未発達 なため,入 力文献 をその ままでは
計算機で使用で きない。 このため入力の前処理 で人手に頼 るので,多 大 の
時間 と経費を要 し,し か もエラー ・デ ータの発生が不可避 とな ってい る。
そ こで近年,多 くの機関で重複 して機械 可読 入力データを作成 す るので は
な く,あ る機 関で作成 した ものの磁気テ ープ ・コピーを,そ の他の機関で
マス タ ・テ ープと して利用す る方式 も採用 され るようにな って きた。 この
く　
テープが市販磁気テープと呼ばれている。そ こで入力文献の選定にあたっ
ては,こ れ らテープや既存の文献 目録類の有無や品質を考慮 して,そ れ ら
く　の
と競合 しない文献 である ことを確認すべ きで あ る。
(b)出力 リス トの種類
出力 リス トの種類 は,原 則 と して完全 な書誌的事項を含め るマス タ ・リ
ス トと,各 種索 引 リス トで ある。後者は原理的 にはマスタ ・リス ト上 の ど
の項 目について も作成可能であ るが,通 常 は,著 者,書 名,刊 年,分 類,
件名,KWIC,KWOC,引 用文献,chainindexなどが作成 されてい
る。
(3)プログラムの構成
計算機に よる文献 データ処理 は,一 般 に,マ ス タ ・フ ァイルの作成 とサ マ
リー処理 とに分かれ る。前者 は文献 デ ータを ファイルに格納す るまで の作業
であ り,後 者 はそれを用い て種 々の索 引を作成す る作業 であ る。 この よ うに
分け るのは次の理 由に よる。人手に よって作成 された機械 可読 デ ータには種
々の エラーが含 まれてお り,そ れを カー ドのままで訂正す ることは ご く少量
⑬ 菊池敏 典[50コほか参照.
⑯ ただ し,現 在 の ところ遡及的 に文献 を収録 してい るテー プはほ とん どない と言
える.た とえばMARqテ ー プの場 合,過 去 に さか のぼ って入力す るRECON
プロジ ェク トを もって しても,現 在1968年以降 の文献が 入力 され てい るにす ぎ
ない.(吉 川藤一 他[48コ,p.142)そこで遡及 的書誌 につい ては,表1に 示 した
ような比較 的せ まい分野 につい て,新 たに作成 され てい るのが現状 で ある.
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図1目 録機械編纂の
(1)マス タ ・フ ァ イル 作 成
文 献 入カデータ
作成
(2)サマ リー処理
?
?
?
ァ
?
?
?
?
?
?
?
?
?
エ ラー ・リス ト
(マス タ ・リス ト)
(プログラム1)
ロの
の場 合を除 いて不可能であ る。そ こで,ま ず,種 々のエ ラーを含むであ ろ う
カー ドを入力 して 暫定的 マスタ ・ファイルを作 り,そ の内容 を チ ェック し
て,発 見 したエラーを訂正 カー ドに よ り訂正 し,漸 次,正 しいマス タ ・フ ァ
イル とす る。そ して完成 した マス タ ・ファイルか ら,各 種索 引を編集す ると
い う手順 を とるわけであ る。(図1参 照)
マスタ ・フ ァイル作成作業におけ る3つ の計算機 処理 は,実 際 には1つ の
プ ログラムで行 な うことが多 いdこ れは,た とえば マス タ ・フ ァイル更新 に
おけ る新文献 の追加機能が暫定的 マス タ ・ファイル作成機能 と同 じであ り,
また フ ァイル内容 の出力は完成 したマス タ ・ファイルに対 してだけでな く,
エラー ・チ ェヅク用 に も必要だか らであ る。 次のサ マ リー処理 では,デ ータ
の抽 出,配 列替,印 字 の3本 のプ ログラムとす る ことが多い。(詳 細 は 皿3
参照)
(4)入出力 フォーマ ッ トの設 計
文献 データ処理で は,入 出力 フォーマ ッ トの設計が,科 字技術計算 の場合
とは比較 にな らないほ ど重要であ る。設計 にあたっては,出 力 リス トに必要
な情報,リ ス トの読みやす さ,デ ータせ ん孔作業の容 易さ,プ ログラ ミソグ
⑮ た とえば,た った1字 の せん孔 もれ のため に,80桁 全 部せ ん孔 し直 さなけ れ
ばな らない こともあ り,そ れ に伴 うカー ドの さしか えも容易 な作業では ない.
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ジ ェ ネ ラ ル ・フ ロ ー チ ャ ー ト
マ ス タ ・フ
ァイル更新
エ ラー ・リス ト
(マス タ ・リス ト)
マ ス タ ・フ ァ
⇒ イル完成まで
繰 り返す
一 檬
技法などを考慮す る必要がある。なお,文 献情報機械処理の普及に伴い,国
く　の
際的書誌記述標 準化 の動 向に対す る配慮 も望 まれてい る。 、
(a)入力 カー ド・フォーマ ッ ト
1枚の カー ドにせん孔で きる字数は80字 であ り,こ れは 文献 デー タの
長 さとは無関係 である。 そ こで入力 カー ド・フォーマ ヅ トは数項 目を適 当
に組 合せて1枚 と した り,あ るいは1項 目を 数枚 の カー ドに 続けた りす
る。 前者では,無 理 に80欄 全部 を使用せず,適 当に余白を残 した方が,
(17)
せん孔 ミスの予防や発見,訂 正に適 してい る。
(b)マス タ ・ファイル ・フォーマ ッ ト
機械処理では1つ のマス タ ・フ ァイルか らさまざ まの リス トを作成で き
る。 その フォーマ ッ トは最初か ら決定 しておかな くて もよいが,マ スタ ・
フ ァイルにはそれ らを作成す るのに必要十分な情報 が含 まれ ていなければ
な らない。 しか しなが ら,将 来の利用 を見込 んで,余 りに多 くの情報を入
れ ることは,不 経済であ るのみか,不 正確な情報を作 り出す ことにな り有
く　の
効 で は な い 。 た だ し,マ ス タ ・フ ァ イ ル ・フ ォ ー マ ッ トに,将 来 の た め の
⑯ 「特 集 ・ISBDを め ぐって」[38コ参照.,
⑰ 裏 田和夫[76コ,p.154.
⑱ なぜ な ら,現 在 す ぐに必要 と しない項 目は,往 々適当なチ ェックしか され ない
ため,実 際 に使 お うとす る時,誤 りが多 く使 い ものにな らない ことが多 いか らで
あ る.
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(19)
予備 スペ ースを残 してお くことは否定 されない。なお,テ ープ ・フォーマ
ッ トでは固定長 と半固定長 の2形 式が一般 に採用 されてい る。1巻 のテー
プにはかな り大量 の デ ータを 格納で きるので,文 献量がそ う多 くなけれ
く　 へ
ば,固 定長形 式の方が プログ ラムが簡単 であ る。
(c)出力 リス ト・フォーマ ヅ ト
計算機処理 目録 の利点 の1つ は,出 力 リス トをそ の まま印刷用原版 と し、
て校正そ の他の手間を省ける ところにあ る。 従 って出力 リス ト1ペ ージの
フォーマ ッ トは,縮 尺 して最 も読みやすい大 きさで,同 時 に経済性の面か
ら1ペ ージに収録す る文献数 がで きるだけ多 いこ とが必要 であ る。た とえ
ば表1の マス タ ・リス トでは,A4判2段 組かB5判1段 組 が多 く,収 録
点数では2段 組 の方がす ぐれてい るが,プ ログラ ミング上,1段 組 よ りは
るかに複雑 になる。(II3(4)参照)ま た1文 献 の出力 フォーマ ヅ トは,マ
スタ ・リス トでは原 則 と してマスタ ・フ ァイルの全 内容 を印字す るが,そ
の他の索引ではマス タ ・リス トへ案 内す る文献番号,参 照 コー ド(KWIC
索 引の場合)以 外の項 目を簡単化 または 省略す ることが多い。(表1で は
松 田を除 くと,ほ とん ど 文献 番号のみの 記 入であ る。)この場合,2回 検
索 しない と 完全な情報が 得 られないが,記 入 スペ ースは 非常 に節約にな
る。索 引の使 いやす さ と経済性を勘案 して決定すべ き問題であ る。
2マ ス タ ・フ ァイ ル の 作 成
(1)作業 の 概 要
マ ス タ ・フ ァイ ル は,ll1(3)で 述 べ た よ うに,人 手 に よ る 機 械 可 読 デ 一ー
⑲ これは項 目追 加な どの フォーマ ッ ト変更時 に,全 プログラムに変更が 及ぶ のを
避け るた めであ る.半 沢孝 雄[16コ,p.170.
⑳ た とえば,1,600BPI.2,400フィー トの磁 気 テー プ1巻 には50,000点以 上
記録 で きる.(丸 山昭二 郎[46],p.104)ただ し,大 量 データでは可 変長 あ るい
は半固定長形式が採 用 され る.た とえば,国 立 国会 図書 館編r欧 文逐 次刊行 物所
蔵 目録 』 の場 合,各 項 目の長 さをそ の うちの最 長 の ものに合わ せ て固定長 とした
と ころ,16,000点の記録 に556BPI,2,400フィー トの 磁気 テー プで6巻 に及
んだ.こ れ を半固定長形式 に直 した ところ,1,600BPL2,400フ ィー トの テ
ープ1巻 に十分 収 まった と言 う.(小 田泰正[53],p.4-6.)なお,可 変長 お よ
び 半固定長形 式につ いては,中 井浩 他[29],p.81-84に詳 しい,
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タの作成,計 算機 に よる 暫定的 ・マスタ ・ファイル作成,人 手 お よび 機械 に
よる内容チ ェック,そ れに もとつ いて作成 した訂正 デー タに よるフ ァイルの
更新の繰 り返 しで作成 され る。完成 した マスタ ・フ ァイル内容の 出力をマス
タ ・リス トと呼ぶ。
② 入力データ作成
は じめに入力文献を計算機処理用に編集する。た とえば表記法の統一や標
題へのキーワー ドの 追加などである。 次に ワーク ・シー トへの 転記を行な
う。一般に,原 データを直接カー ドへせん孔することが困難だか らである。
この時,正 確に転記 しなければな らないのは無論であるが,特 にカー ドせん
孔時に見間違いやすい文字については,あ らか じめ,せ ん孔者側 と打ち合わ
く　 ラ え
せ を行 ない,き ちん と書 き分け る必要 があ る。 なお,作 業の統一 をはか るた
め 「ワーク ・シー ト記 入要項」 を作成 し,そ れを遵守す るこ とが きわめて重
要 であ る。 この後,カ ー ドのせ ん孔,お よび検孔 を行 な う。 なお,カ ー ド・
イ メージ ・リス トでの校正は後述 の ように得策ではないので,プ ログラ ミン
くが　
グ上,ど うして もチ ェックが必要 な項 目に限定すべ きであ る。
⑧ 暫定的 マス タ ・ファイル作成 フロー
丈献 デー タでは,通 常,入 力 カー ド・フォーマ ッ トが多種 にのぼ る。 そ こ
で,同 一文献 の カー ドを 全部計算機 へ 読 み込み,次 の文献 の カー ドが きた
時,そ の前の文献 のデ ータを一度に マスタ ・フ ァイルへ書 き出す とい うフ戸
一を とる。 これは計算機 に特有 な処理 フP-一の1つ で,コ ン トロール ・フ ロ
く　 ラ
ーと呼ばれ る重要 な もので ある。(図2参 照) r
⑳ 半沢孝雄[16],「見間違 いやす い文字 」p.122.
⑳ 小松原康敏 他[43ユpp.316-17.
鱒 フ ローチ ャー トを完全 に作 り,入 出力命令 に習熟 してお くことが必要 であ る.
なお,半 沢孝雄[16],「第6章 コン トロール ・ブ レー ク」pp.115-2gおよび 「第
,10章2枚のカー ドにわ た る レコー ドの処理 」pp.213-21参照 .た だ し,事 務計
算を想定 してい るので,そ のま までは使 えない部 分 もある,(例:入 力 カー ド枚
数 は固定 され てい る).、
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図2コ ン トロ ー ル ・フ ロ ー
START
HSK
FTSWぎON
EOFSW・=OFF
舅脚 ド!iil・QE・1・・FSW=:・N
FTSW
OFF
???
????
YES
カー ドの内容 を
書 き出 しエ リァ
へ 移送 す る
W
W
RrrE
書き出しエリァ
EOFSW
OFF
書 き出 しエリァ
ク リア
KEYのセ ツ ト
STOP
*KEYと は 文 献 番 号 な ど、 文 献 毎 に与 え ら れ た識 別 符 号 で あ
り、KEYの 同 じカ ー ドは ひ と ま と ま りの もの と して 処 理 さ
れ る。KEYは カ ー ドの エ リ ァ か ら、 書 き出 しエ リ ァ に セ ッ
トされ る。比 較 も同 様 で あ る 。カ ー ドはKEY毎 に ま と ま り、
その 符 号 の順 に な らん で い な くて は い け な い 。 この よ うに 、
KEYの 順 に な らん だ レ コ ー ドの 処 理 法 を コ ン トロ ー ル 処 理
と い う。
**カ ー ドの 内 容 を 書 き出 しエ リア(マ ス タ ・フ ァ イル ・フ ォー
マ ッ ト)に セ ッ トす るの は 、1つ の ル ー チ ンで は で き な い。
カ ー ドの 区 分 に よ って 、 そ の フ ォー マ ッ トが異 な る か らで あ
る。 従 っ て 、 こ の ル ー チ ンは カ ー ドにせ ん 孔 さ れ て い る 区 分
コ ー ドに よ っ て 、 各 々 の 処 理 に 分 解 す る の が普 通 で あ る 。
文献目録の機械編纂の技法と問題点 43
(4)内容チ ェック
前述 の ように,入 力 データ作成では エラー ・デ ータの発生 が不可避的で あ
る。 そのため エ ラーをいかに効率的 に発見 し,訂 正す るかが,文 献処理 にお
け る最 も重要 な問題 の1つ とな る。 以下 にそのチ=ヅ クについ て述ぺ る。
(24)
エラー ・データは人手の介入す るすべての時 点で起 こ り得 るが,そ の種類
に よって,計 算機 で容易に発見 で きるもの とで きない もの,人 間に とって容
(25)
易 な もの とそ うでない ものがあ る。 従 って,プ ログラ ミングの難易度やデ ー
タ量を勘案 して,人 間 と計算機 が それぞれ 有利 な チ ェックを 分担す れば よ
い。 機械 に よって 発 見可能な エ ラーは 全体 の50-60%で ある とい う報告 も
くヨ　ラ
あるが,計 算機で処理可能なチ ェックの種類 としては次のものがあげ られ よ
く　 　
う 。
① 個 別 チ ェ ッ ク(項 目内 の チ ェ ヅ ク)
(28)
スペ ル ・チ ェ ヅ ク,コ ー ド ・チ ェ ッ ク,数 値 チ ェ ッ ク,上 下 限 チ ェ
ッ ク(例ll832≦ 出 版 年 ≦1973)
② 更 新 時 チ ヱ ッ ク
更 新 す べ き マ ス タ ・レ コ ー ド の 有 無 チ ェ ッ ク,「 ス ペ ル 訂 正 」(後
述)で の 指 定 ス ペ ル 有 無 チ ェ ッ ク
鋤 小松 原康敏他[43⊃は 日本で の 欧文文献 処理 時 の エ ラー発生 の 報告で あ る.
アメ リカQハ ーバー ドお よび ス タンフォー ド大学 図書 館で の例 につ いては,J・L・j
Dolbyeta1.[26],pp.75-83参照 .
㈲ た とえば,使 用言語欄 に定め られ た コー ド以外 のものが あれば,計 算機に よ り
容易 に発見で きるが,定 め られた コー ドの1つ で あれば,そ れが正 しいか ど うか
判 別す る ことは簡単では ない.一 方,人 間な らば書名 か ら使用言語 を判別 す る こ
とは通常容易で あ る.(難 解語 の判別につ いては,溝 口歌 子[42コ参照.)逆 に ブ
ランク1個 の ところを,あ や まって2個 に した場合 な ど,人 間 には発見 しに くい
が,機 械 な らば容 易で あ る。
㈲J.L.DolbyetaL[26]p.82.
㈲ 事務 計算 を対 象 と した ものでは あ るが,半 沢孝 雄[16コ,「第3章 シーケ ンス ・
チ ェ ック」pp.85-95,「第4章 重複 のチ ェ ック」pp.97-103,「第14章 エ ラー ・
レコー ドの 処理 」pp,265-80参照.(事 務計 算 の 場合 なので,コ ー ド ・チ ェ ッ
ク,数 値 チ ェッ クが主で,ス ペル ・チ 土ックな どは問題外で あ る).
鰺 日埜 衆司[44]には,デ ィス ク リプターの スペ ルの 自動修正手 法が紹介 され て
い る.た だ し,著 者名そ の他 の固有名詞 につい ては 自動修 正が難 か しい..J・,IL・
Dolbyeta】.[26],pp.78-80.
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③ 関 連 チ ェ ッ ク
トー タ ル ・チ 呂 ッ ク,過 不 足 チ ヱ ヅ ク,シ ー ケ ン ス ・チ ェ ッ ク(磁
気 テ ー プ),項 目間 の 関 連 チ ェ ッ ク(デ ー タ全 体 と して 妥 当 性 を 持 つ
か ど うか)
なお計算機 に よるチ ェック結果 の出力,す なわちエ ラー ・メ ヅセージ ・リ
ス トの フォーマ ッ トは,読 みやす く,す ぐに理 由が分か り,で きれば リス ト
を見 ただけで訂正 カー ドが作成で きる とよい。 人間に よる内容 チ ェックのた
めには,特 に校正用に フォーマ ッ トを工夫 した リス トを作成 してもよいが,
く　 ラ
アル フ ァベ ッ ト順 ソー トのす んだ各種 出力 リス トを利 用す る こともで きる。
た とえば著者索引では著者 名を,KWIC索 引ではキ ーワー ドを集中的に校
正す る。 この時,特 に出現頻度 の少ないものに注 目す ると,ス ペル ・ミスが
発見 しやす い とい う利 点があ り,カ ー ド・イ メージ ・リス トに よる校 正 よ り
もず っ と能率的であ る。なお,マ ス タ ・リス トには フ ァイル内容 のほ とん ど
すべ てが印字 され るので,上 記 の各種 リス トでチ ェックできな い項 目は,マ
ス タ ・リス トで一挙にチ ヱックす るのが よい。
なお機械 お よび人間に よる内容 チ ェックは,時 間 と経 費をかければかけ る
ほ ど向上す ると言え るが,無 制限に作業を続 け ることはできない。 どれほ ど
く　の
の経費で どれほどのエラーを許容するか と言 う考え方 も必要であろう。
(5)訂正 データ ・カー ド作成
チ ヱックによ り 発見 された エ ラーに 対 して,訂 正 用入力 カー ドを作成 す
る。文献 デ ータでは長い文字列か らな る項 目が多いので,間 違 った部 分だけ
せん孔す る特別形式が望 ま しい。(次項 の 「スペル訂正」参照。)
㈲ た と えば,表1のPollinで は校 正 用 に4種 の フ ォ ー マ ッ トの 異 な る リス トを
作 成 したが,最 終 出 力 フ ォー マ ッ トの も の(各 種 索 引 リス ト)も 非 常 に校 正 に 役
立 っ た とい う.B.RPollin[3],pp.xli-xlii.
㈹RM.HayesandJ.Becker[27コ,P・204・
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(6)マ ス タ 。 フ ァ イ ル 更 新 フ ロ 一ー
新 しい文献 デ ータの追加 ・挿 入 と,す でに入力 してあ るデー タの置換 え,
削除,訂 正作業 を マス タ ・ファイルの更新 と言 う。新文献 の追加 ・挿入は,
図3更 新 フ ロ ー*
HSK
圃DISW旨ON
R正尼SW富ON
EOFISW=OFF
EOF2SW=OFF
WRTSW鼻ON
鵬.,EOF・ 一⑨
READ
訂正カード ⑭
書 き出 しエ リ
アヘ カー ドの
内容 をセッ ト
*ここでは分 り易くす るため、1文 献に対 して、訂正カー ド
は1枚 のみと している。1文 献に数枚の訂正カー ドが くる
場合 は、 このフローチャー トに、図2コ ン トロール ・フロ
ーを組込む労要がある。
**マスタ ・ファイルにはKEY(文 献番号)の順に各文献のレ
ヘ
コー ドがな らんでいる。訂正 カー ドも対応する順 にならん
でいるものとす る。
カー ド農マス タとは、マスタ ・ファイルの該 当レコー ドが
訂正 または削除 されることを示 し、カー ド〉マスタは訂正
がなかった場合であ り、カー ド 〈マスタは、マズタ ・ファ
イルに該当するレコー ドのない時、つまり新 しい文献の追
加であることを示す。
か ド鼎
書き出しエリァヘテー
ヂ ・ータを移 し、カー ドの
に従い訂正する
RDISW=ON
RD2SW=ON
Rn「E
書き出しエリア
書き出 しエリ
アヘテープデ
ータを移す
マ ス タ ・テー プ
KEYにvg9・・9,
をセ ッ トす る
カー ドのKEYI:
,99・9亨をセ
ツ
トす る
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人手が足 らず一度 に入力デ ータを作成で きない時や,継 続 的に データを追加
してい く時 に有効なのであ る。文献 データでは,一 般に文献番号をキ ーと し
てマ スタ ・レ コー ドと 更新 データ を 関連 づけ る。 磁気 テー プ ・フ ァイルで
は,フ ァイル とカー ドに同 じシーケンスを持 たせ マ ッチング処理 をす る。暫
定 マスタ作成後 の計算機処理 は,す べ て更新 作業 の繰 り返 しとな るか ら,非
くヨリ
常に重要 なル ・ー…一チ ソで あ る。(図3参 照)
次 に,皿 で検討す る 目録編纂 プ ロジ ェク トでの更新作業で最 も多 く用 いた
「スベ ル訂正」方式を,文 字 デー タ訂正の具体例 と して述べ てお く。
すなわち,文 献 データは一般に長 い文字 列か らな っているか ら,転 記やせ
ん孔の際の スペル ・ミスは 避け るこ とが で きない ことは 前 述の とお りで あ
る。 ところでそ の訂正において,カ ー ド1枚 分の文字列全体を オ リジナル ・
フォームで再作成す るのは,作 業量か らも再度 のエヲーの危険性か らも明 ら
かに得策では ない。そ こで誤 まった スペル と正 しいスペ ルのみを指示 して訂
　　 ラ
正す る ・「スペ ル訂正」方式 を採用 したわけであ る。
例:(誤)IHAVEMUCHMONEY.
、 ↓
(正)IHAVENOMONEY,
上記 の例文 を訂正す る際 のデ ータ ・
カー ド・フォーマ ッ トは図4の とお り
であ り,処 理 の流れは以下の よ うにな
る。① ワー ク ・エ リアに,も とのデー
タ ・エ リアの訂正 され る文字列 よ り前
図4ス ペ ル 訂 正 カ ー ド ・フォ ー マ ッ ト
? 80
の部 分(▼1△HAVE△ ▼)を 移 送 す る。 ② それ に 続 け て ワーク ・エ リア
に1訂 正後の正 しい文字列(▼NO▼)を 移送す る。③ さ らに続 けて ワーク ・
エ リアに,も との データ ・エ リアの 訂正 され る 文字列の後の部分(▼△MO
鋤C.T.Meadow[28コ,「 第10章 フ ァイル の メ ンテナ ンス」PP.335-47,および
半 沢 孝 雄[16],「第11章 フ ァイ ル ・メ ン テナ ソス」pp.223-36参照.
働 この よ うに スペ ル を キ ー と して訂 正 す る ので は な く,ス ペ ル の位 置 を キ ー と し
て デ ー タ を 置換 え る方 法 もあ る.塩 田 卓 和 他[45]参 照.
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NEY.▼)を 移送す る。④最後に もとのデ ータ ・エ リアに,ワ ーtク・エ リア
の内容(▼1△HAVE△NO△MONEY.▼)を 戻す。 「スペル訂正」方式は
図4の ように,訂 正 され る文字列 と訂正す る文字列 だけを入力す れば よ く,
両者 の文字数が 異な ることも 許 され るので,比 較的長 い 項 目(著 者名や書
(33)
名)の スベルの部分的誤 りの訂正において,き わめて便利な方法 と思 う。
(7)マスタ ・リス ト作成
完成 したマス タ ・フ ァイルの内容は リス トと して印字す る。そ の技法はサ
マ リー処理 と同一に なるので,皿3参 照。(た だ しファイル内容 と同一 の シ
ーケンスで出力す るのが普通なので ,ソ ー トは含 まない。)
(8)マス タ ・ファイルの保守
暫定的マス タ ・フ ァイル作成後は更新作業の繰 り返 しとな る。そ こで事故
(例:1/0エラー,誤 演算,紛 失な ど)に 備 えて,3本 の テー プを 繰 り返 し
て使用す ることが望 ま しい。(図5参 照)た とえば,図5の 更新3で 入力 テ
ー プ皿の途中で1/0エ ラーが 発生 し読めな くなった時は,す でに テ …ー一プ1
は途 中 まで書 き出 され て いて使えないので,テ ープ 皿を入力 して更新2を 繰
り返 しテープ皿を再作成す る。 このためテ ープを3本 使用す ることにな る。
デ ータ ・カー ドも1回 前の ものは必 ず保存 しておき,事 故 の起 こった場合,
再計算が可能 な ように してお く。
図5マ ス タ ・テ ー プの保 守
テープ
1
再 新1 テープ
皿
更 新2 テープ
皿
再 新3 テープ
1
B3iプnグラムはPL/1によれぽ,INDEX組 込み関数(文字列の中からある
指定された文字の入っている位置を見い出す)やSUBSTR組 込み関数(文
字列の中から部分文字列を取 り出す)な どを用いることにより.わずか12ステ
ップですんだ.こ の例はPL/1が 文字列処理にきわめて便利なことを示してい
る.
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3サ マ リー処理
(1)作業 の概要
マスタ ・フ ァイルか らの索引作成 をサマ リー処理 と呼ぶ。原理的にはすべ
てのデ ータが索引対 象 とな り得 るが,よ く用い られ るのは著者名,書 名,出
版年,分 類番号,件 名,キ ーワー ド,引 用文献 な どで ある。 なお,該 当デー
タのすべ てを対象 とす るか,あ るいは さらに選択 を加 えるか(例:KWIC
索引での キーワー ドの選択)に も分かれ る。 また各種索 引はそ の 目的か ら言
って,一 定の シーケンスを持たせなければ な らない し,前 述 の よ うに読みや
す い フォーマ ヅ トで 印字 しなければな らない。 これ らの 作業 は,通 常,抽
出,ソ ー ト,編 集 ・印字 の3本 の プ ログラムで処理 され る。
(2)データ抽 出 プ ログラム
デー タ抽 出は必ず しもマスタ ・フ ァイルの1文 献について1つ ではない。
また同一 データ項 目のすべ てを抽 出す るのでな く,一 定の選択 を行な うこと
もあ る。各索引の 目的に応 じて,必 要な データを選択 し,抽 出す るわけで あ
る。 このため の プ ログ ラ ミング技法 と して,テ ーブル ・サ ーチ その他があ
(34)
る。,
(3)ソ ー ト ・プ ログ ラ ム
'出 力 リス トの 配 列 順 に な る よ う デ ー タ を ソ ー トす る。 デ ー タ量 が ご く少 な
(35)
い時は コア ・ソー トが効率的で よいが,一 般には ソー ト・ユテ ィリテ ィを用
いる。な お,計 算機に よる ソー トでは文字の内部 コー ド(例:EBCDIC,
皿1(2)(c)参照)の 順に照合 され るた め,空 白も含めて 特殊 文字 も無視 され
㈲ テ ー ブル ・サ ー チ の 方 法 と しては,バ イ ナ リー ・サ ー チ,シ ー ケ ンス ・サ ー
チ等 が ある 。 テ ー ブ ル の 大 き さは,原 則 と し て,一 度 に コ アに お さ ま る方 が よ
い.半 沢 孝 雄[16],「第1章 テ ー プ'レ処理 」pp.23-66参照.な お,KWIC索
引作 成 で の キ ー ワー ド選 択 の た め の テ ー ブル ・サ ー チ の 例 と して,拙 稿[18],
pp.19-20参照.ま た,テ ー ブル 処 理 で な く,選 択 す べ き 文 字 列 の前 後 を あ ら
か じめ 特 殊 文 字 で 囲 ん で お き,そ れ を タ グ と して 抽 出 す る 方 法 も あ る,B・R
Pollin〔3コ,P・xl.
㈲ 半 沢 孝 雄[16コ,「第2章 コ ア ・ソー ト」pp・67-84,RP・Rich[17コ参 照.
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ず,厳 密な字順配列となることに注意す る必要がある。 もちろん,少 量のデ
ータな らばそのままでも検索上そ う支障がないが,大量になる場合は慣用の
配列(通 常,英 字の部分だけで配列順序を定める)に近づけるための手法を
く　
組込 む ことが望 ま しい。
(4)編集 ・印字 プ ログラム
マス タ ・ファイルか ら抽 出 した データは,各 索 引 リス トの フォ ・ーマ ッ トに
合 わ せ て編 集 す る。 この場合,1文 献の フォーマ ッ トと目録1ペ ージの フォ
ーマ ッ トの2つ の編集があ り,前 者については,上 述 の ソー トの前 に行 な う
ことが多 い。 これ らの編集 では,先 に出力 リス ト・フォーマ ヅ トの設計 の項
で述べ た諸条 件 を満たす よ うに配慮す る。 もちろん,そ のための技法 は,個
々の リス トの フォーマ ッ トに よ り大 き く異 な るが,こ こでは,リ ス トの読み
やす さと経済性 を高め るために重要な技法の例 と して,マ スダ ・リス ト作成
におけ る2段 組 印字 と行末処理 について述べてお く。
(a)2段組 印字ル ーチ ン
これ は,た とえば 表1のAldous&Hillおよび 松 田の マスタ ・リス ト
印字に用い られてい る方式で,1ペ ージを左右2段 に分けて使用す るもの
であ る。読みやす くす るために,段 毎に文献単位で記入 し,1文 献 の記入
が2段 にわた らない ことが必要で ある。 このため各段 の プ リソ ト行数 は一
定数(例:A4判 で100行,松 田の場 合)以 下ではあるが,必 ず しも段毎
に一定 とは な らない。
処理 の流れ は,表1の 松田では次 のよ うに した。(図6参 照)① 各 デ ー
タ行を,順 次,PTBLに 貯え るa(文献A,B,…)② そ の うち,1ペ
ージの行数 に入 り切 らない もの(文 献E)が 現 われ る。⑧ この時,文 献E
と,以 前 に貯 えておいた 文献A,B,… とを横に な らべて書 き出す。 ④
文献Eの 全 行を書 き出 し終 わ った ら,PTBLの 文献Eを 貯 えていた場所
㈲ 西村恕彦[40コ参照.な お,図書館の配列規則と機械コー ドとの調整について
は,R.M.HayesandJ.Becker[27],PP・610-16,および成井恵子[ 1コ参照,
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図6二 段 組 印 字
印字フ才一マツト
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B F
CG
::
=:
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● ●
に,次 の文献Fを 貯え る。⑤ そ して ③ に もどる。⑥ こう して,1ペ ージ
分い っぱいにな るまで繰 り返す。
上記 の流れは プ ログラ ミングす る と,か な り複雑 な フロー とな るので,
場 合に よっては1段 分だけ印字 し,後 では り合わせ て もよい。
(b)行 末 処 理
同一項 目のデータが2行 以上にわた る時(例:書 名),単 語 の 途中での
行替 の必要が起 きた場 合,音 節 と無関係 に行替 を して しま うと非常 に読み
に くい。 これを避け るために,よ り読みやすい行末処理が必要 とな る。 こ
こには,従 来行なわれて きた行末処理 の諸方 法お よび 皿で検討す るプ ロジ
ェク トで 開発 した 「ヘ ア ・スペ ース方式」 について述べ る。
(37)
① ブランク方式
最 も一般的に 使われている方法で,行 末が 単語の 終わ りにな らない
時,そ の単語全体を次行へ移 し,残 りの桁にはブラソクをつめる。 これ
は行末位置がそろわないので読みに くい。
㈲ 表1の 松 田を除 くすべ てが この方式で ある.
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(38)
② 事前処理方式
デ ータ ・カー ド1枚 を印字1行 分 にあて,分 節 をあ らか じめ人手に よ
ってす ませ てお く。 これは分節 に人手 を要す るこ とと,カ ー ド1枚 の桁
数 と印字1行 の桁数が必ず しも一致せず,カ ー ド使用法 が経済的でない
とい う欠点 がある。
(39)
③3字 方 式
行末の単語が3字 以内の時 は ① と 同 じ処理。4字 以上 の時は,そ の
行に印字で きる字数 一1字 までを印字 し,最 後にハイ フソを入れ,残 り
を次行へ移す。 これは音節 の切れ 目と無関係にな って読み に く くな るこ
とが多い。
④3・5・7字 方 式
3・5・7…字 と奇数字 目まで を入れ,ハ イフンをつけ,残 りを次行へ
移す。 これは統 計的に奇数字 目が音節 の切 れ 目になる ことが多いの に着
眼 した方法 とい う。ただ し,例 外 も多 い。(例:clas・si・fi・ca・tion)
⑤ 辞 書 方 式
計算機 内に辞書を用意 し,そ れを参照 して分節す る。 ただ し,完 全な
辞書 を作 ることは大変であ る。
⑥ ヘ ア ・スペ ース方式
上記諸方法 にはいずれ も難点が認め られたので,今 回 の プロジ ェク ト
では新た に 「ヘ ア ・スペ ース方式」 を 開発 した。 これは,① ブ ラン ク
方 式で行末 に残 された ブランクを1つ ずつ,そ の行 の単語 の切れ 目にへ
　
ナ ・スペ ース として配分 し,行 末の印字 位置をそろえる方法であ る。
処理手順 と しては,あ らか じめ単語の切 れ 目のデ リ ミターのタイプを
分類 しておき(表2参 照),①1行 に 入 り切 らない 項 目の文字列か ら1
字ず つ取 り出 して,デ リミターであ るか ど うか 調べ る。 ② デ リミター
㈲ た とえば,ア ジア経 済研究所[12コ.
㈲ た とえば,吉 川藤 一他[48コで 報告 され てい るMARCllテ ー プか ら 打出 さ
れ るカー ドが この方法で 印字 され ている.読 みに くい場合 も多 いが,カ ー ドでは
1行の字 数が限 られ るので,一 つ の便法 と言え るか も知れ ない.
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表2デ リミターの分類
区 分11デ リ ・ タ ー 備 考
左側の単語につくもの
右側の単語につくもの
どちらの単語にもつか
ないもの
デ リ ミター とな らない
もの
,(.1)、)曾'P=
(
空白
英数 字,▼(引用 符),▼▼(複引用 符)
右 側の単語 との間にヘ ア ・
スペースをお く
左側の単 語 との間にヘ ア ・
スペ ースをお く
この 位 置 に ヘ ア ・スペ ー ス
を お く
引用符(左 向きのみ)を両
側に用いるためここに分類
した.
(1)「英字.数 字 」(例:No.7)の場 合,全 体を1単 語 と して扱 い,ピ リオ ドの あ
とに ヘ ア ・スペ ースを与 えない.行 分け もしない.
(2)行分け のデ リミターにはな るが.ヘ ア ・スペ ースは与えない.
の 時,そ の タ イ プを 分 類 して,単 語 識 別 テ ー ブ ル を 作 る。 ③1行 の 区 切
りの 位 置 を 見 つ け,ヘ ア ・ス ペ ー ス の 桁 数 を 求 め る。 ④ デ リ ミタ ー の
分 類 に 従 っ て,ヘ ア ・ス ペ ー ス を 与 え る。
ヘ ア ・ス ペ ー ス 方 式 は,PL/1で も105ス テ ッ プを 要 し,か な り複 雑
な ル ー チ ン と な った 。 こ の 方 法 は,今 回 の マ ス タ ・ リス トが2段 組 の た
め,1行 当61文 字 ま で と 比 較 的 短 か か っ た こ と も あ っ て,た と え ば ド
イ ツ語 の 長 い 単 語 の 語 尾2～3字 が 入 り切 らず に 次 行 へ 移 さ れ た 場 合 な
ど,ブ ラ ン ク(ヘ ア ・ス ペ ー ス)が か な り多 くな る と い う欠 点 を 生 じた
が,全 般 的 に は 読 み や す い 印 字 方 式 で あ っ た と思 う。
現 在の段 階では,本 章で概観 した 目録作成において,統 一的技法が確定 し
てい るとは言いがた い。た とえば 主題 に よ り便利な フォーマ ッ トも異な って
くるはずだか らで ある。
皿 目録機械編纂の実例
1編 纂 プロジ ェク トの概要
く　ラ
(1)組織 と分担
㈹ 詳細は松田[5〕の各の解題参照.
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これまでの一般的サーベイの上で,遡 及的書誌編纂の一例 としてゴわれわ
れの共同作業である,表1に 示 した松田の3点 の書誌作成において,筆 者が
主として担当 した機械処理の手順 と結果を検討す る。書誌編纂の最大の問題
である入力の前処理については,主 題専門家 として松田芳郎,佐 藤茂行,広
田明が参加 し,書誌記述の統一等は松田,松 井等が受持ったのであるが,こ
こではそれ らの問題は一切省略 し,機械処理の問題点を検討す る。
② 使用ハー ドウェアとソフ トゥ=ア
(a)使用 機 器
計 算 機
カー ドせん孔機
磁 気 テ ー プ
ラ イ ン ・プ リン タ
FACOM230--60'160kw
(北 大)H-1564(IBMELコ ー ドに 準 じ る)
(小樽 商 大)IBM26,29(Hコ ー ド)
(800BPI)
F-642(数字,英 大 字,カ ナ,特 殊 文 字)
(b)プ ロ グ ラ ム 言 語
FAcoM230-60MoNIToRVシ ス テ ム の も と のPLIIお よ び
SORTユ テ ィ リテ ィ使 用 。
(e)文献 デ ・ー一・一タ処 理 の 場 合 の 使 用 機 器 に よ る制 約
① 文 字 エ リア の 長 さ
FACOM230-60のPL/1で は,1つ の 文 字 エ リア の 長 さ は256文
ロリ
字以内 とい う制限があ る。PLIIで は構造体や配列で処理 で きるが,プ
Pグ ラムは複雑 とな る。 今回は書名 の長 さを256文字 以下にお さえてい
(42)
る 。
㈲ これは,FACOM230の 機械語 の命 令で,長 さを示す部分が8ビ ッ トで構成
され ていて,2=256が示 し うる長 さの最 大で あ るため と考 え られ る.た だ し,
本来は機械語 に制約 され るべ きで ない 高水準言語 のPL/1が,こ め ような制限
を持 たされてい る ことは 望 ま し くない.コ ンパ イ ラの改 良を メーカに 要望 した
い.ち なみ に,IBM360で は32,767字まで 許 され てい る.(rlBMシ ス テ
ム/360PL/1解説書 』[15コ,P.34)。
㈱ 書名は時代が さか のぼ るほ ど長 くな る傾 向に あ るので,遡 及 的書誌 編纂 にお い
て,こ の制限 は非常 に不便 なわけで あ る.
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② 使用可能文字
今回使用 ライソ ・プ リソタの キ ャラクタ ・セ ヅ トには,英 小文字や ラ
テソ文字を使用す る言語 の発音符 のついた文字(ウ ム ラウ ト,ア クサソ
ロの
等)が 含 まれず,カ ナが入 ってい る。 欧文文献処理 には,当 然の ことな
く　 ラ
が ら,カ ナよ りもこれ ら字種 の備わ った機種が必要 である。な お特殊 文
字 と しては,PL/160文 字 セ ッ トの 特殊文字(21種)に,60文 字 セ ッ
くるの
トで英字 と して扱われ る¥@#を 加えた ものがあ り,[コ がな いほか
は,ほ ぼ十分であ った。
③ 文字 の内部 コー ドの大小関係
FACOM230--60では 内部 コー ドにEBCDICを 用 いているの
で,数 字 ♪英字 〉カナ 〉特殊文字 の順 にな っている。特殊文字 には句読
符 号,算 術演算子,比 較演算子 な どが あ り,そ れ らが ランダムな大小関
`45)1
係を持 っている。 このため計算機 に よる文字列処理 は複雑 とな る。た と
えば文字処理で は基本的技法の1つ である単語 の識別には,特 殊文字 を
単語の区切 り記号 と して利用す るが,そ れだけでは ▼(引用符,ア ポス
トロフ ィ)や 一(ハ イフン)等 で単語 が分離 して しま う。 同様 に文字処
理 には欠かす ことのできない ソー トにおいて も,内 部 コー ドだけに頼 る
と,前 述の よ うに,慣 用の配 列 とは大部異 な った ものにな る。
④ カー ドせ ん孔機
IBMのHコ ー ドとELコ 一ー・ドの 機 種 を併 用 した が,変 換 プ ログラ
ムが あ り支障 はなか った。 コー ドの対 応関係を 図7に 示す。 同図でH
コー ドが 空欄 の場合はELコ ー ドと 同 じ欄 に 重複せ ん孔すれば よい。
ただ しIBM26せ ん孔機 は,機 構上重複せん孔 に手間がかか るので,
通常,特 殊文字が多 く出現す る文献 データには,不 向 きと思われた。
㈲ た とえば,松 田[5]での使用言語は12か国語 にのぼ る.(3)入力文献 の項参照.
働1972年 秋,全 国7大 学 の大型計 算機 セ ンターのすべ てに 間合わせ たが,英 字
の大文字 と小文 字 を打 ち分け られ る機種 を見 い出す ことはで きなか った.現 在 の
ところ,国 産機 では特 注 しなければ な らない と言 うことで あ る.
㈲ 特殊文字 を大 →小 の順に示 す.VV==▼@#:?〉 一%s・/一 「;)*¥!&1
+(<.空 白.
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図7カ ー ドせ ん孔機 コー ド比較*
一
日立1564笥 一 ド A B C D E F G H 】【 」 K LM N o P Ω R / S T u v W X Y Z 乳 2 3 4 5
IBMELコ 欄 ド A B C D E F G H 1 」 K LM N o P Ω R / S T u V W X Y Z 1 2 3 4 5
1B瓢H,一 ド A B C D 冠 F G H 1 」 K LM N o P Q R/ S ↑ u V W ・X Y Z 1 2 3 4 5
1
Y 儘 o 1 葛 o 1 '璽 響 1 ～
X 巳 巳 口 1 邑 1 1 8 瞳
o ' 6 璽 1 1 ● 1 藍 瞳 薯
1 6 巳 腫 1
2 1 1 1 1
3 5 8 6 6
4 1 1 1 8
5 量 艦 1 1
6 1 6 8
1
7 1 1
1
■
8 巳 5
.
, o
9 8
(
o 1
日立1564コ ー ド 6 7 8 9 o ～ ■ < 十 1!¥1餐 ) ; 一 032● % 一 〉? ; 4@ ▼ 塁
,, & 一
!BMELコ ー ド 6 7 8 9 o ◇ ■ < (十 1!s 骨 ) ; 一 032, % 一 〉? : #@ ▼ 冒
齢 & 脅'
IBMH謬 一 ド 6 7 8 9 o ● ) $ 愚 1 ( 諾 ▼ 十 一
Y 讐 1 5 1 1 1 1
X 聾 1 o 8 量 8 1
0 1 5 璽 o 1 露 5
】L
2 腫 1 1 1
3 1 讐 5 1
4 8 ● 6 「
5 1 曾 1 1
6 1 6 馳 霧 嗜
7 1 巳 , 1 8
8 巳 1 1Il 鷺 1 3 聰 1 1 1 巳 , 1 1 1 Il 適 5 量.1 1 1 1 5, 6
9
畠
口1目 口 口 1・ 口 lu
*『 北 海 道大 学 大 型 計 算 機 セ ソ タ ー ・ニ ゴ ース』1巻1号,p.38よ り転 記
⑧ 入 力 文 献
入力文献は表iの とお り,計 量経済字文献864点,サ ソ ・シモソおよびサ
ソ ・シモ ソ主義文献686点,計1,550点であ る。使用言語 は前老では英語,
後者では フラソス語が主であ るが,そ のほかに,イ タ リァ語,ス ペ イソ語,
ポル トガル語,ド イ ツ語,オ ラγダ語,ロ シア語,ポ ーラソ ド語,デ ンマ ー
ク語,ハ ン ガ リー語 な どもか な りあ り,日 本語文献 も含 まれてい る。
(4)入 出 力 フ ォ ー マ ッ ト
(a)入 力 デ ー タ ・カ ー ド(12種,図8参 照)
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図8入 力 デ ー タ ・ヵ 一 ド ・フ ォ ー マ ッ ト
1 45 78 17 19 28 80
B㎜ 11劉文献掲鵬 所 臣1 所蔵記号1
〃 21 個人著者1 (25字)1 個人著者2 (25字) 1個 人著者3 (23字) 1・
二
〃
22
23
24
団体著者(200字)
曝
1
…
〃
31
32
33
34
書 名(252勃
1
〃 ・ 41 出版地 二出版者 (74字)
〃 42踊 年1ページ剛 書評者(25字) 1
〃 43出版年2 ㌧ 使用言語記号
味 働 の場合。最後。出版年を記入す、。
図9磁 気 テ=プ ・フ オー マ ツ ト
文献掲載場所
10字
… 歩 ㎜傘 … 蜘 …5醇 購 者5鱒
139164189214'239438
?
?
?
＼
(b)磁 気 テ ー プ(固 定 長 形 式,図9参 照)
(c)出 力 リ'スト(図10参 照,な お 目録1ペ ー ジ 当 フ ォ ー マ ッ トに つ い
て は,皿3参 照)'
2マ ス タ ・フ ァイ ル 作 成
(1)入 力 デ ー タ 作 成
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作成手順は,① 原文献の収 集 と編 集,② ワー ク ・シー ト記入,③ 力一 ド
せ ん孔,検 孔 の順 で,① は科研分担者が担当,② は学生筆耕者 ∫③ は北大
大型計算機 センターと小樽商科大学計算セ ソターに依頼 した。作成 カー ド枚
数は8,520枚,1点当約5.5枚であ った。使用字種は前述 の ライソ ・プ リソ
タ字種 の制約 に よ り,英 大文字 と数字,特 殊文字であ り,発 音符はすべて省
略 し,ロ シア語,日 本語 な どは ラテソ文字 へ翻字 した。
作業 と しては,② ワー ク ・シー ト記入で,か な りの時間 と経費を要 し(1
時間当平均12点 転記),し か もか な り多 くの転記 ミス(ス ペ ル ・ミスやせ ん
孔時 に見間違 いやす い文字の書 き分 けのエ ラー,例:1と1)を 生 じた。③
カー ドせん孔 では,両 計算 センターとも,こ れ まで文献 デ ータせ ん孔経験 が
ほ とん どなか った らしく,多 大の負担 となった よ うである。 もち ろん,② ③
/
とも経験をつむことにより,あ る程度は正確さや速度がます ことは期待でき
るが,② は臨時の筆耕者であ り,③ は共同利用施設であるか ら,専 用の仕事
に習熟することは難か しいとい う事情もある。今回の実験で も,入 力データ
作成が文献データ機械処理の陰路であることが確認されたわけである。
② 暫定的 マス タ ・フ ァイル作成 と内容 チ ェック
デe-一・タ ・カー ド8,520枚を3回 に分けて入力 し,暫 定的 マスタ ・フ ァイル
と した。 計算機 に よる内容チ ェックでは,処 理 不能 カー ド(例:更 新すべ き
マス タ ・レコー ドのないもの)を 除 外す るに とどめ,残 りはマス タ ・フ ァイ
ルに書 き込ん だ上,人 間が各種 出力 リス トを校正す る方式 を とった。 今回は
文献数 もそ う多 くなか ったので,計 算機 に よるチ ェックを最小限に とどめた
　 　
わけで ある。
人間に よる校正 では,検 孔お よび検孔後の カー ド・イメージ ・リス トに よ
㈹ ただ し,皿2(4)にあげた チ ェックの種類 の うち,少 な くともシー ケンス ・チ ェ
ック(文 献番 号順 にデー タが きてい るか)だ けは,計 算機です ませ てお くべ きで
あ った.文 献 番 号は コン トロール ・フ ローのキrと して用い られ る重 要な もので
あ り,一 方,計 算機 に よるチ ェ ックのアル ゴ リズ ム も明白だか らで あ る.(J。L.
DolbyetaL[26],p.77).
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る校 正での訂正 もれが発見 されたわけであ るが,そ れ らの中には,ス ペ ル ・
(47)
ミス,桁 ずれ,重 複 カー ド,せ ん孔 もれ等 と共 に,か な りの表記不統一が見
ロの
い出された。 これは人間が読む場合にはそ う支障がないとしても,計 算機 ソ
ー トでは異なった文字列 として処理 されて しま う。言 うまでもな く,計算機
利用の場合は,従 来の図書館での 目録規則以上に厳密に表記法を定め,そ れ
を厳守する必要がある。 今回の実験では,「記入要項」に従って転記を行な
ったが,そ の点十分でなかったと言える。
③ マス タ ・フ ァイル更新
更新 の種類は,新 文献 の追加 ・挿入,す で に 入力 してあ る デ ータの置換
え,削 除,訂 正 な ど 表3更 新カード・フォーマッ トの種類
であ り,カ ー ド・フ
ォーマ ッ トの種類 は
表3の ように した。
これ らの うち,「 ス
ペ ル訂 正」方式が最
も多 く用い られ,便
利であ った。(皿2
⑥ 参照)
更 新 の タ イ プ
追 加 ・ 挿 入
置 換 え
??
除
? ?
カ ー ド ・フ ォ ー マ ッ ト
オ リジ ナ ル ・フ ォ ー マ ッ ト
(削除十挿入)
削除 フ ォー マ ッ ト*
オ リジ ナ ル ・フ ォ ー マ ッ ト
スペ ル 訂 正 フ オー マ ツ ト**
*BKNOの あ とに,DELETEと せ ん 孔 した もの.
**図4参 照.
3サ マ リー処理
作成 した索 引の種類 は,著 者,書 名,刊 年順,書 評者,KWICの5種 で
あ り,前4種 につ いては,文 献番 号,著 者,書 名,出 版年,書 評者(書 評者索
引のみ)を 無条件 に抽 出 したので,プ ログ ラ ミングは非常 に簡単で あった。
KWIC索 引では,書 名か らの単語 の抽 出,キ ー ワー ドの選定,KWIC列
㈲ スベ ル ・ミスの中で は,著 者 名,書 評者 名が最 も多 く,校 正に おいて も原則 と
して1字 ず つ原文献 とつ きあわせ たので長時間 を要 した.
㈲ た とえば,著 者 名,書 評者名 の表祁で,同 一 人名につい て,フ ル ・スペル方 式
とイ ニ シアル方式 を混在 させ てい る.こ の問題 については,日 埜衆 司[41コ参照.
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くるの
の編集な どの技 法が必要 であった。
ソー トでは,KWIC索 引編集 プ ログラムにおいて,頻 度順 ス トップ ・ワ
ー ド・リス トの作成 のために,コ ア ・ソー トを行 なったほか は,SORTユ
テ ィリテ ィを使用 した。
作表 のフ ォーマ ッ トは,オ フセ ッ ト印刷の原稿 と してその まま使用す るた
めに,最 も読みやす い活字 の大 きさ等 を検討の結果,ラ イソ ・プ リンタ用紙
2枚分(132行,136字)を1単 位 と して,縦 は100行使用 し,横 は左右 の ・
余 白1字 分 を残 して 全部印字 して,そ れを約53%縮 尺 してA4判1ペ ージ
と した。
マスタ ・リス トには,マ スタ ・フ ァイルのほぼ全内容を印字す るためデ ー
タ量がかな り多 くなるので,ペ ージ数 を節約 す るため2段 組 と した。 その結
果,1ペ ージ当収録 点数は約23点 とな った。 その他各種索引では,あ る程
度 の情報は マス タ ・リス トを参照 しな くて もすむ よ うに,1文 献当1行(134
字)を あて,文 献番 号,著 者,書 名,出 版年 を可能な限 り印字 した。長す ぎ
る場合 は,書 名の後半 を省略 した。(図8,9,10参照)各 種索 引は1文 献 当
'1行なので問題はないが
,マ スタ ・リス トでは2段 組 と した関係 もあ り,ほ
とん どの 書名が2行 以上 となった。 この場 合の 行末処理 と して,今 回 「ヘ
ア ・スペ ース方 式」 を開発 した。 従来か らの行末処理手法 にはそれぞれ難点
が認 め られたか らであ る。(皿3(4)参照)
4プ ログラムの分析
(1)プログ ラムの構成
今回の実験 での プログラム構 成は表4の 通 りであ る。す なわ ち,プ ログラ
ムACT80で マスタ ・フ ァイルを作成 ・更新 し,マ ス タ ・リス トを印字 し
た。そのマス タ ・ファイルを使 用 して,KWIC索 引な ど5種 の索引を作成
した。 これ ら索引 は,い ずれ もプ ログラム2本 とソー ト1本 で作成 した。
プログラム ・ステ ップ数の点で,全 体の半分以上を 占めてい るACT80
㈲ 拙稿[18]参照.
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の構 成 を 表5に 示 した 。
す な わ ち,メ イ ン処 理 の
中 の セ ッ ト ・ル ー チ ン と
ラ イ ト ・ル ー チ ン と で
ACT80全 ス テ ッ プ 数
の 約8割 を 占 め て い る 。
こ こ で は,ス ペ ル 訂 正,
2段 組 印 字,ヘ ア ・ス ペ
ー ス方 式 な ど,文 献 デ ー
タ処 理 ル ー チ ソ と して 今
回 組 込 ん だ も の の ほ か
に,第1回 目 の12種 の
デ ー タ ・カ ー ドの セ ッ ト
に も か な りの ス テ ッ プ を
要 して い る。
メ イ ソ処 理 の うち,コ
ン ト ロ ー ル 。フ ロ ー と
表5ACT80プ ログラムの構i成
ジ ・ ブ の 分 類
ハ ウス ・キ ー ピ ング処 理
エ リ ア の 定 義
メ イ ン 処 理
コ ン トロー ル ・フ ロー
セ ッ ト 。ル ー チ ン
内 訳
メイ ン
{
テ ー タ ・カ ー ド ・セ ッ ト
ス ペ ル 訂 正 カ ー ド ・セ ッ ト
削 除 カ ー ト ・セ ッ ト
エ ラ ー ・ル ー チ ン
ラ イ ト ・ル ー チ ン
内 訳
メ イ ン
{2段組 印字ヘ ア ・スペー ス方式 印字
エ ン ド 処 理
? ??
?
?
レ テ・プ数
10
23
(110行う
50
174
44
41
73
3
13
275
115
55
105
25
557
*PL/1では命令の行数とプログラム ・ステップ
数が異なる.特にエリアの定義では,1つ の定義
の終わ りまでが1ス テップになるので,()内 に
行数を示した.
は,デ ータの読み込み,処 理,書 き出 しと言 うプログ ラム全体 のフ ローの コ
ン トロールであ る。通常,多 種類の カー ドを読 み込 むため に,こ の部分 の プ
ログラ ミソグが難 か しいのが,文 献 データ処理 の特徴 の1つ と言え る。 同様
に,実 行命令に比 して,エ リアの定義が大 きな比重 を持 ってい ることも,文
献 デ ータの特徴 と言 え る。 なお,ACT80プ ログラムの全体 を通覧す ると,
ル ーチン ・コン トロールに使われ る判断命令 と,そ の他の作業 命令の うちの
移送命令が多 く,両 者 の うちでは前者の判 断命令 の占め る割合が大 きい と言
える。
各種索引作成 プ ログラム は,マ スタ ・フ ァイル か らの デー タ抽 出,ソ ー
ト,編 集 ・印字 であ る。KWIC索 引を除 くと,こ れ らの プ ログラムは,1
文献 当1行 印字 と したため,1文 献 を1単 位 と して処理で き,ラ イ ト・ル ー
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チ ンで も2段 組 印字やヘ ア ・スペ ース方式を採用す る必要がなか った ので,
非常 に簡単にな ってい る。
② ジョブの性格
今回の編纂ジョブの入出力量,計 算機使用時間などを,北 大大型計算機セ
ンター ・ジョブの平均 と比較すると表6の とお りである。入出力量は筆者の
予想に反 し,セ ンタ ・ジョブ平均 よりやや多い程度にとどまったが,計 算機
使用時間では大 きな差が生 じた。すなわち,CPU使 用時間に対するコア占
く　
有時間の比で,Aジ ョブBジ コブともセンター平均 の2倍 以上になったので
ある。 これは,前 述のプログラム構成において,実 行命令に比 してエ リアの
定義が大きな比重を占めたことに対応す るが,こ れ らのジ コブが計算センタ
ーに とって処理能率が よくないことが示されたわけである。
北大大型計算機センターは 共同利用施設の 性格上 さまざまな ジゴブが持
ち込まれるので,平 均的ジ コブが 最 も効率よく処理で きるように 運営され
　らり
てい る。 そ こで,た とえば,使 用言語の点では,FORTRAN88.5%,
表6ジ ョ ブ の 比 較
/蒔晶 甥
?
?
???
?
??
文 献 目録 編 纂
ジ ョブ(平 均)
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
文 献 目録/セ ン タ
ー 。ジ ョブ
0.44
0.4・4
2.57
7.05
i
'・OlO・4
CORE占 有
時間(分,秒)
AB
ジ ョブ ジ ョブ
4.22
1.49
2.4
8.27
9.37
0,9
CORE/CPU
AiB
5.94
2.49
2.4
2.86
1.36
2,1
入力 カー
ド 枚 数
・1・
一
571
437.9
1.3
LP枚数
AlB
21.1
29.7
0.7
76
67.2
1.1
*文 献 目録編纂 ジ ョブを実行 した,1973年2月の平均(r北 海道 大学大型計 算機
セ ソタ 一ー・ニュー ス』5巻2号,p.58)
㈹ 中村鎮雄[24コ参 照.
㈱ た とえば,テ ス ト・ジ ョブに よるFACOM230-60の処理能 力測定 において,
テス ト・ジ ・ブの分布 がな るべ く実 ジ ・ブの分布 と等 し くな る ように配慮 され,
そ の結果,現 在 の シス テムでは多重度3が よい と言 う結論 を得 てい る,江 丸敏夫
罧 翻 参欝 附 大学大型計算撫 ンター の運鰍 につい砿 国井利
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ALGoL1.61%,FAsP1.63%,coBoL1.62%,PLII1.02%の
割 合 で 使 用 さ れ て い る の で,FORTRANが 最 も効 率 よ く処 理 され る よ う
くろ　ラ
に フ ァイルの割付けが行 なわれてい る。 この ように,FORTRANに 比 し
て,COBOLやPLIIの 利用率が極度 に 低 い ことか らも,セ ソター ・ジ
ョブのほ とん どが数値 計算で,文 献 データ処理 は まれで あ り,従 って,現 在
の セソターでは文献 データ処理 の効率 が低い こ とが理解 され る。
IV考 察
1プ ログラ ミング技法上の改善 ・
今回 の 目録編纂実験 について,今 後 プログ ラ ミング技 法上,改 善 を予定 し
てい る点を以下に記す。
① 書 名の長 さを256文字 以上で も 扱 えるよ うにす る。 ② 著者,書 評者名
の表記 を,同 一 人については フル ・スペル方式か イニシアル方式か に統一す
る。 ③ 書名索 引で は,ソ ー ト時に初語 の冠詞 を無視す る。 ④ ドイッ語等の
複合語 で字数が多い ものは,あ らか じめ構成要素間 に分綴記号を挿入 してお
き,ヘ ア ・スペ ース方式やKWIC索 引で利用す る。 す なわち,前 者では,
ハ イフソと同様 に区切 り記号に用 い ることに よ り,1行 におかれ るヘ ア ・ス
ペ ースが多 くな りす ぎることを避 け る。後者のKWIC索 引では,分 綴記号
の次の文字か らもキー ワー ド位置 に印字 して,2番 目以降 の構成要 素か らも
検索で きるよ うにす る。 ⑤ 入力 データのせん孔 ミスを可能な限 り訂正す る。
2文 献 データ処理 センターについて
今回使用 した北大大型計算機 セソターでは,文 献 データ処理 はきわめて ま
れで あ り,処 理 効率 も低か った と言え る。 この ことは他の大型計算機 センタ
こらの
一で も同 じよ うに思われた。 ただ し,本 稿 の冒頭で も記 した よ うに,文 献 デ
働 中村 孝[23],p.41.
働 た とえば,東 大 大 型 計 算 機 セ ンタ"・…で も,ほ とん ど の ジ ョブがFORTRAN
を 使 用 して い る.石 田晴 久 他 〔21コ,p.715.
、
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一タ処理への計算機利用は,今後ます ます増加すると考え られるので,ど こ
か1つ のセンターだけで も,文 字データ処理に向いた機種を,周 辺機器も含
めて導入す ること,あ るいは別に文献データ処理専用の共同利用施設を開設
することが必要である。文献データの場合,大 量のデータ処理を前提 とす る
ので大型機の導入が望ましく,それを1機 関で専用す ることは不経済だか ら
である。そのような文献 データ処理センターのあ り方を,こ れまで本稿で考
察 してきたことを土台 として記す と次のようである。,
①CPU使 用時間に対す るCORE占 有時間の比を小さくして処理効率
をあげるため,CPUの 処理速度はそ う高速でな くてもよいか ら,コ アは大
容量に して,演 算の多重度をあげること。
② 文字データ処理に向いた入出力機器を導入す ること。た とえば,ラ イ
ソ ・プ リソタは英字の大文字 と小文字を打ち分け られるようにする。なお,
今回使用のライン ・プリンタでは印字位置が上下にかな りのば らつきを生 じ
た。 これ も一直線上にならぶよう,ハ ー ドの改良が必要である。 また,出 力
リス トをそのまま印刷原版 とす ることが多いので,印 字 リボンを常に最良の
状態に保つことが必要である。なお,新 たに開発 される入出力機器(例:光
学式読取装置,日 本語入出力機器など)を 積極的に試用できる体制を とる。
くあの
同時に データ ・ライブ ラ リを開設 し,た とえば,既 存の データ ・ベ ース
(MARCll,CAS,MEDLERSな ど)を 導入 し,利 用で きる体制を
とる。
③ 文字列処理用 プログ ラム ・ライブラ リを 充 実 させ る。 た とえ ば,
KWIC索 引は多 くの分野で作成 され るが,そ の計算機処理はほぼ一 定であ
る。 そ こでKWIC索 引を必要 とす る ユーザが セソター側 に よって示 され
る仕様 に よって入力 データを作成 し,か つ エ ラー ・データの修正 を行ない さ
えすれば,望 む リス トが得 られ ることが望 ま しい。
④ ユーザに対す る文献 データ処理技法 の教育体制を確 立す る。
(1973.6,25)
6φ 国 井利 泰 他 〔22コ,p.107.
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